
　

　

　

２０２５（令和７）年度　安全衛生管理計画書　結果報告書

基 本 方 針
全社員が一丸となって安全を最優先した

風土を築き、安全衛生水準の向上を追求する
重 点 目 標

　１.作業前のＫＹ実施を強化し「事故・災害ゼロ」を目指す

　２.視野を広くとり行動に責任を持って安全かつ確実な作業を行う

　３.ルールを守りゆとりを持った安全運転で交通事故ゼロを目指す

実施スケジュール　評価項目
 2026年５月8日　作成

 有限会社　一ノ瀬金属

 安全管理責任者　一ノ瀬俊介

　● ＝重点的に実施した

　○ ＝実施した

　× ＝実施できなかった

重　点　施　策 重　点　実　施　内　容
実施スケジュール（月）

実績・次年度への課題等
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

１
安全衛生

管理体制の強化

1 労働安全衛生マネジメントシステムの運用

○ ○

3 安全衛生推進員による職場安全点検・記録

前年度の結果報告ならびに当年度の計画立案は５月に報告予定
● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ●

2 安全管理責任者・作業者による職場巡視・記録 引き続き巡視、点検を行い、作業前の確認をしていく。
○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○

「職場の安全点検チェック表」による点検を実施した。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

4 行動指針の浸透 日常的に確認しやすく掲示物などを使用し、浸透させていく。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

２ 作業手順の遵守

1 作業前のＫＹ実施
全員参加で作業毎に(回収・積込み・選別、保管作業)ミーティング時

ＫＹ実施する。● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

2
フォークリフト作業（運搬・荷役）における

作業計画書を見直しし、安全作業の徹底
作業毎に計画書の改善点などを反映していく。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ●

3 手順書の作成、見直し　
リサイクルショップ分類表を作成し追記した。

作業手順の変更時に手順書の変更を行う。● ●

３
作業環境の

改善・見直し

1 全員参加によるリスクアセスメントの実施 水溶性廃油詰め替え作業時に起こりうるリスクを提案・実施しリスク低減措置を行った
－ － ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

2 ４Ｓ活動・見える化による注意喚起 法改正に伴い、適時対応していく。
○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○

４
安全運転意識の

啓発

1 安全運転管理者による安全運転の教育

安全運転管理者による交通安全教育や事故後の対応手順と実地訓練を行った。

掲示物による安全運転の意識向上を行った。

次年度も引き続き教育を充実させていく。
● ● ● ●

2 道路交通法の遵守

朝礼時等に安全運転の呼びかけを行い、道路交通法の遵守を徹底した。

運転業務の前後に対面での酒気帯びの有無を確認し、記録を保管した。

次年度も継続実施する。
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

５ 健康の保持増進

1 健康診断・特殊健康診断の実施
作業者全員受診した。また「特殊健康診断結果報告書」を、労働基準監督署及び安全管理

グループに提出した。● ●

2 熱中症対策の実施 扇風機の導入を行った。次年度はスポットクーラーの検討
○ ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○

3 感染症対策の実施・体調の確認
手洗いの実施と朝の体調確認を継続実施した。

次年度も継続実施する。○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ○ ○

６
安全衛生教育の

実施

1 技能講習・特別教育・安全衛生教育の受講

3 安全衛生年間行事等

技能講習・特別教育を受講し取得した。

次年度も推進していく。● ● ●

2 自律的教育訓練の活性化
スケジュールに個人差があり、実施に至らなかった部分があった。

次年度は実行に繋がるスケジュール管理により継続実施する。

● ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○

総　括

廃棄物の計量業務が増えたが事故やケガ無く作業を行えた。

安全衛生関係の年間行事予定表を作成し、時期毎の安全衛生活動に参加した。
● ○ ●
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3 感染症対策の実施・体調の確認

２０２６（令和８）年度　安全衛生管理計画書

基 本 方 針
全社員が一丸となって安全を最優先した

風土を築き、安全衛生水準の向上を追求する
重 点 目 標

　１.作業前のＫＹ実施を強化し「事故・災害ゼロ」を目指す

　２.視野を広くとり行動に責任を持って安全かつ確実な作業を行う

　３.ルールを守りゆとりを持った安全運転で交通事故ゼロを目指す

実施スケジュール　評価項目
 2026年5月8日　作成

 有限会社　一ノ瀬金属

 安全管理責任者　一ノ瀬俊介

　● ＝重点的に実施した

　○ ＝実施した

　× ＝実施できなかった

重　点　施　策 重　点　実　施　内　容
実施スケジュール（月）

計画予定
４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

１
安全衛生

管理体制の強化

1 労働安全衛生マネジメントシステムの運用

3 安全衛生推進員による職場安全点検・記録

2 安全管理責任者・作業者による職場巡視・記録 引き続き巡視、点検を行い、作業前の確認をしていく。

4 行動指針の浸透 日常的に確認しやすく掲示物などを使用し、浸透させていく。

２ 作業手順の遵守

1 作業前のＫＹ実施
全員参加で作業毎に(回収・積込み・選別、保管作業)ミーティング時

ＫＹ実施する。

2
フォークリフト作業（運搬・荷役）における

作業計画書を見直しし、安全作業の徹底
作業毎に計画書の改善点などを反映していく。

3 手順書の作成、見直し　 手順書を見直しし、改善点など反映していく。

３
作業環境の

改善・見直し

1 全員参加によるリスクアセスメントの実施

2 ４Ｓ活動・見える化による注意喚起 法改正に伴い、適時対応していく。

４
安全運転意識の

啓発

1 安全運転管理者による安全運転の教育 定期的に教育を行う。

2 道路交通法の遵守

５ 健康の保持増進

1 健康診断・特殊健康診断の実施

4 エイジフレンドリーに対応

2 熱中症対策の実施
例年通り対策を行い、扇風機の活用もしていく。

今年度は、塗装場一般取扱所にスポットクーラーの検討。

高年齢労働者の安全と健康確保の知識を浸透させる。

６
安全衛生教育の

実施

1 技能講習・特別教育・安全衛生教育の受講

2 自律的教育訓練の活性化

3 安全衛生年間行事等

昨年度からの

変更点等

環境ナビ導入に伴い、作業エリアのレイアウト変更を行った、改善点は反映していく。

新規入場者が増えたこともあり、事故・災害を未然に防ぐため教育を強化する。
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